
 

協議会・博物科学会プログラム 
 
  5 月 30 日（木） 

   場所：宮崎大学附属図書館 

 12:00 受付開始（図書館 3F ロビー） 

 13:00～ 大学博物館等協議会（3F 大会議室） 
   13:00 挨拶 実行委員長 宇田津徹朗 

   13:10 祝辞 宮崎大学 菅沼龍夫 学長 

   13:20 来賓挨拶 文部科学省 高橋 亮（研究振興局学術機関課） 

   13:30 大学博物館等協議会 シンポジウム 
『大学の教育研究と博物館活動との連携－その実質化の取組－』 

    13:30 主旨説明 宮崎大学農学部附属農業博物館館長 宇田津徹朗 

    13:40 特別講演 プラスティネーション標本を用いた獣医解剖学教育 

             ～標本は学生を満足させられるか～ 
             宮崎大学農学部獣医学科准教授 保田昌宏 
 14:20  休憩（5分） 

   14:25 S-1 北海道大学におけるミュージアムマイスター認定コースの展開 
         ○湯浅万紀子（北海道大学総合博物館） 

   14:50 S-2 大学博物館を活用した教育プログラム「一日山大生になろう！」について 
         ○佐藤 琴（山形大学附属博物館） 

   15:15 S-3 大阪大学総合学術博物館における学芸員養成の取り組み 
         ○松永和浩（大阪大学総合学術博物館） 

 15:40 休憩（10 分） 

   15:50 討議・意見交換 

   16:10 休憩・ポスター発表（3F ロビー） 

   16:20 館長会議  （3F 大会議室）・ポスター発表（3F ロビー） 
   16:50 実務者会議（3F 大会議室） 
 17:20  休憩（10 分） 

   17:30 協議会総会・博物科学会総会（3F 大会議室） 
    18:20  移動（懇親会会場：大学生協食堂） 

    18:30  懇親会 

    20:30  散会 

   

  5 月 31 日（金） 

   場所：宮崎大学附属図書館 

  9:00 博物科学会研究発表（3F 大会議室，発表プログラムは p.6-7 項参照） 
 11:30 昼食・ポスター発表（3F ロビー） 

 12:45 博物科学会研究発表（3F 大会議室，発表プログラムは p.7-8 項参照） 
 15:00 散会 
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会場案内 
 
  メイン会場：宮崎大学農学部木花キャンパス，宮崎大学附属図書館 3F 

（〒889－2192 宮崎市学園木花代西 1丁目 1番地） 

        シンポジウム・口頭発表・総会   図書館 3F大会議室 

        ポスターセッション        図書館 3Fロビー 

        館長会議・実務者会議       図書館 3F大会議室 

        懇親会              大学生協食堂 

 

  懇親会場：宮崎大学農学部木花キャンパス，大学生協食堂 

 

 
 

 
宮崎大学正門入口 宮崎大学附属図書館（メイン会場） 宮崎大学生協食堂（懇親会場） 
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第８回博物科学会 

発表プログラム 
 

5 月 30日（木） 
場所：宮崎大学附属図書館 3F大会議室 

 

【ポスターセッション】 

 30 日（木）16:10-16:50，31 日（金）11:30-12:45（図書館 3F ロビー） 

        P-1  社会と研究現場を繋ぐ大学博物館：京都大学「地質の日記念イベント」 

            唐沢與希（京都大学大学院理学研究科），○丸山啓志（京都大学大学院 

            理学研究科），大野照文（京都大学総合博物館） 

        P-2  ものづくりを思考する展示づくり ̶特別展示「東工大で益子焼 ～知 

           る・ふれる・つかう～」展から̶ 

           ○遠藤康一，○阿児雄之（東京工業大学博物館） 

        P-3  学術資源リポジトリ協議会の活動の展開 

           ̶学術情報の共有と「場」の創出̶ 

           ○堀井美里，堀井洋（合同会社AMANE），林正治（一橋大学），山下俊介 

           （京都大学総合博物館），高田良宏（金沢大学），山地一禎（国立情報学 

            研究所），上田啓未，古畑徹（金沢大学資料館） 

        P-4  「治療や療育場面にある子どもへ向けた大学博物館コンテンツの活用 

            ～移動博物館 ベッド・サイド・ミュージアムの試み～」 

           ○阿部祥子（九州大学総合研究博物館 専門研究員／福岡大学筑紫病院  

            臨床保育士），三島美佐子（九州大学総合研究博物館 准教授） 

        P-5  新入生を対象とした科目『教養ゼミ』での大学博物館利用の現状～引率 

           教員へのアンケート調査による評価と課題 

           ○橋本知佳，佐藤大規，清水則雄，岡橋秀典（広島大学総合博物館） 

        P-6  大学博物館と文化財レスキュー 山形文化遺産防災ネットワークへの 

           参画 

           ○佐藤琴（山形大学附属博物館 学芸研究員） 

        P-7  古墳時代豪族居館遺跡の活用を考える―次世代に“知る”喜びを伝える 

           ために― 

           ○橋本博文（新潟大学旭町学術資料展示館） 

        P-8  2012 年度静岡大学キャンパスミュージアム活動報告 

           ○塚越哲（静岡大学大学院理学研究科），篠原和大（静岡大学人文社会 

            科学部） 
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        P-9  東日本大震災の震災遺構の三次元デジタルモニュメント化とMR 

           （Mixed Reality）システムによる展示 

           ○鹿納晴尚（東北大学総合学術博物館） 

        P-10 富山大学 和漢医薬学総合研究所 民族薬物資料館における情報技術の 

           応用 

           ○梅嵜雅人（富山大学和漢医薬学総合研究所附属民族薬物研究センター  

            国際共同研究分野），伏見裕利（富山大学和漢医薬学総合研究所附属民 

            属薬物研究センター 民族薬物資料館），春木孝之（富山大学大学院理 

            工学研究部（工学）） 

        P-11 日本民間薬の現地調査と民族薬物データベースの充実 

           ○伏見裕利，梅嵜雅人，小松かつ子（富山大学和漢医薬学総合研究所） 

        P-12 動物の骨の形と運動機能の関係を実感する―動物のハンズオン筋骨格 

           模型 

           ○藤原慎一（名古屋大学博物館） 

        P-13 大学博物館移転計画をもとにしたデザイン教育 

           ○平井康之，三島美佐子，松本隆史，秋田直繁（九州大学） 

 

 

5 月 31日（金） 
場所：宮崎大学附属図書館 3F大会議室 
 

【午前の部】9:00-11:30 
  9:00-9:05  挨拶 博物科学会長 

  9:05-9:10  発表に関する説明（事務局） 

 

○ 地域と社会連携 

  9:10-9:25   O-1  札幌圏における実物標本教育ネットワークの展開 

～CISE ネットワークについて～ 

           ○大原昌宏，菊田融，藤澤沙弥佳（北海道大学総合博物館） 

  9:25-9:40   O-2  学校廃校を利用した地域連携型博物館―宮崎県美郷町の事例 

           ○洪恒夫（東京大学総合研究博物館 特任教授） 

  9:40-9:55   O-3  自然史系博物館と美術館の連携活動とその効果 

            新秋田県立美術館・秋田大学鉱業博物館連携展「鐄のきらめき」の事例 

           ○西川治（秋田大学大学院工学資源学研究科附属鉱業博物館） 

  9:55-10:10   O-4  支援団体との協力 ～大学附属博物館としての課題と試み～ 

           ○髙木愛子，梅田倫弘（東京農工大学科学博物館） 
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○ 情報 

 10:10-10:25   O-5  写真に基づく標本等の 3Dデータ構築とその博物科学分野への応用 

           ○越前谷宏紀（北大総合博物館），田中公教（北大理学院），小林快次（北

大総合博物館） 
 

 10:25 休憩（20分） 
 

○ 情報 つづき 

 10:45-11:00   O-6  国立科学博物館・分子生物多様性研究資料センターの活動 

           ○窪寺恒己（国立科学博物館・標本資料センター） 

 

○ 研究 

 11:00-11:15   O-7  医療文化財研究：生薬標本の統計的数値化による新規解析法の構築 

            と応用 

           ○島田佳代子 1)，小栗一輝 1)，近藤小百合 1)，村田路人 2),3)，橋爪節也 2),3),4)， 

            高橋京子 1),3),4)（阪大・薬 1)，阪大・文 2)，適塾記念セ 3)，阪大・博 4) ） 

 11:15-11:30   O-8  博物館映像学 ―新たな研究分野としての可能性― 

           ○藤田良治（北海道大学総合博物館） 

 

 11:30-12:45 昼食・ポスター発表（3Fロビー） 

 

 

【午後の部】12:45-15:00 
 

○ 研究 つづき 

 12:45-13:00   O-9  産業技術史資料情報の保存と活用について 「技術の系統化調査」を 

            中心にして 

           ○亀井修，永田宇征，久保田稔男，石井格（国立科学博物館 産業技術 

            史資料情報センター） 

 13:00-13:15  O-10 骨格標本を用いた AR教材の有効性（予報） 

           ○三島美佐子１，成イ 2，金培明 2，舟橋京子１，松本隆史１，岩永省三１， 

            竹田仰 2/3（１九大博物館，2九大・院・芸工，3長崎総科大・情報） 

 

○ 研究・展示 

 13:15-13:30  O-11 版画による医学図 －多版多色リトグラフと銅版画による医学図－ 

           ○笠原健司（金沢大学資料館） 
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○ 展示 

 13:30-13:45  O-12 総合大学における美術展示―アート・ポリシー、「筑波アート」、アート・ 

            ストリート 

           ○五十殿利治（筑波大学），寺門臨太郎（筑波大学） 

 

 13:45 休憩（20分） 

 

○ 展示 つづき 

 14:05-14:20  O-13 学生主導企画による博物館フリースペースの活用実践例 

            ～「来て，見て，触って．京大の海棲哺乳類研究」展のケース～ 

           ○丸山啓志（京都大学大学院理学研究科），唐沢與希（京都大学大学院

理 

            学研究科），森阪匡通（京都大学野生動物研究センター），松岡廣繁（京 

            都大学大学院理学研究科），大野照文（京都大学総合博物館） 

 14:20-14:35  O-14 明治の博物画と愛知教育博物舘 

           ○門脇誠二（名古屋大学 博物館） 

 14:35-14:50  O-15 “生きた教材”企画展を活用した博物館実習の成果と課題～地方自治体 

            と連携した企画展を事例として～ 

           ○清水則雄，橋本知佳，永田千織，佐藤大規，藤野次史，岡橋秀典（広 

            島大学総合博物館） 

 

15:00    散会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


